
１ 子どもたちに『生きる力』を育むた

めに、日々の授業の充実に努める

１ 質の高い授業の実現

◇ 教科・教材の本質や魅力を実感できる授業

(学年ごとにより効果的な教科担任制の確立)

◇ 子どもの疑問や誤解を柱に据えた授業展開、教

師の柔軟な対応(教職員の聞く力・話す力の向上)

◇ ５０分授業を生かし、子どもが自分の考えや疑問を

もつ時間の確保、及びそれらについて子ども同士

が話し合ったり、協力して活動したりする場の重視

２ 温かで肯定的な子ども観の共有

◇ 「どの子どもにも知的好奇心や思い

やりの心があり、何かができる潜在的

な力を持っていて、それが開発される

のを待っている」という温かで肯定的

な子ども観を全教職員で共有する。

２ 全職員がやりがいを感じ

て明るく仕事に向かい組織として

機能する学校を全職員で築いていく

１ 「明るい職場」を合い言葉に、互いに声を掛け

合い、助け合える関係の醸成

２ 本校の実態に即した「組織として機能する

分掌組織」の在り方の追求

３ 育成を視点に置いた上で、適材

適所な役割分担

３ 保護者・地域・幼保中・公民館

との連携を大切にする

１ 学校を取り巻く様々な方々や諸機

関からの理解と協力を得るための

積極的な情報公開

２ これまで築いてきた意見

交換や交流の場の重視


